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行田総合病院 循環器内科の新体制

心房細動のカテーテル治療カテーテルアブレーションを開始

生活習慣病と循環器疾患
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①
や
っ
ぱ
り
一
番
怖
い

　
『
狭
心
症
』『
心
筋
梗
塞
』

　

皆
さ
ん
は
循
環
器
内
科
と
聞
い

て
、
ど
ん
な
症
状
、
あ
る
い
は
、
ど

ん
な
病
気
を
想
像
し
ま
す
か
？

　

お
そ
ら
く
、
大
多
数
の
皆
さ
ん

は
「
胸
が
痛
く
な
る
」、「
心
筋
梗
塞
」

と
い
っ
た
言
葉
を
連
想
す
る
か
と
思

い
ま
す
。
実
は
多
く
の
循
環
器
の
病

気
の
根
底
に
あ
る
の
は
『
動
脈
硬
化
』

で
す
。
今
回
は
、
こ
の
動
脈
硬
化
大

枠
大
和
久
病
気
を
引
き
起
こ
す
か
、

代
表
的
な
疾
患
を
通
し
て
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

心
臓
の
働
き
は
全
身
に
血
液
を
送

り
出
す
こ
と
で
、
い
わ
ば
ポ
ン
プ
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
は
筋

肉
（
心
筋
と
言
い
ま
す
）
で
で
き
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
動
か
す
に
は
酸

素
や
栄
養
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
は
、

心
臓
の
表
面
に
あ
る
血
管
（
冠
動
脈

と
言
い
ま
す
）
か
ら
供
給
さ
れ
ま
す

（
図
１
）。
言
っ
て
み
れ
ば
、
心
筋
は

車
の
エ
ン
ジ
ン
、
冠
動
脈
は
ガ
ソ
リ

ン
を
送
る
パ
イ
プ
、
み
た
い
な
も
の

で
す
。
も
と
も
と
冠
動
脈
は
ゴ
ム

ホ
ー
ス
の
よ
う
に
弾
力
が
あ
り
、
内

側
が
ス
ム
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
血

液
が
滞
り
な
く
送
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
し
か
し
、

『
動
脈
硬
化
』
に
よ
っ
て
こ
の
冠
動

脈
の
流
れ
に
異
常
を
き
た
す
と
、
心

筋
へ
の
酸
素
・
栄
養
の
供
給
が
足
り

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
冠

動
脈
の
『
動
脈
硬
化
』
が
原
因
で
心

筋
に
影
響
を
及
ぼ
す
疾
患
を
ま
と
め

て
、『
虚
血
性
心
疾
患
』
と
言
い
、『
狭

は
じ
め
に

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
循
環
器
内
科

の
興
野
で
す
。
暑
い
暑
い
行
田
の
夏

が
や
っ
て
き
ま
す
が
、
熱
中
症
や
脱

水
症
状
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
水
分
補

給
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
体
調
を
崩

さ
ぬ
よ
う
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
私
が
本
年
４
月
に
赴
任
し

て
か
ら
約
３
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
の

で
、
当
院
循
環
器
内
科
の
新
体
制
に

つ
い
て
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
当
循
環
器
内
科
の
医
師
は
、
全

員
が
当
院
に
勤
務
開
始
し
て
１
年
未

満
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
で

す
。
各
医
師
の
こ
れ
ま
で
の
他
施
設

で
の
経
験
を
活
か
し
、
新
し
い
視
点

か
ら
チ
ー
ム
医
療
体
制
を
作
り
上
げ

る
こ
と
で
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
医

療
を
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
本
年
６
月
か
ら
赴
任
さ

れ
た
生
天
目
先
生
に
心
房
細
動
の
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
に

つ
い
て
、
昨
年
10
月
か
ら
赴
任
さ
れ

て
い
る
猪
俣
医
長
に
は
生
活
習
慣
病

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
お
目
通
し
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

循
環
器
内
科
の
主
な
守
備
範
囲　
　

　

循
環
器
内
科
は
、
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
と
い
っ
た
虚
血
性
心
疾
患
、
心

房
細
動
な
ど
の
不
整
脈
、
弁
膜
症
な

ど
の
心
不
全
、
足
の
動
脈
硬
化
で
あ

る
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
高
血
圧
や

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
を
主
な
領
域
と
し
て
い

ま
す
。
症
状
か
ら
み
る
と
、「
胸
が

痛
い
・
苦
し
く
な
る
」、「
胸
が
ド
キ

ド
キ
す
る
」、「
動
く
と
ハ
ー
ハ
ー
・

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
」、「
足
が
む
く
む
」、

「
歩
く
と
足
が
痛
く
な
る
」、「
メ
タ

ボ
が
心
配
で
あ
る
・
健
診
で
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

る
」、
と
い
っ
た
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は

早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

循
環
器
内
科
の
新
体
制　

★
急
性
心
筋
梗
塞
に
対
す
る
土
・
日

曜
の
緊
急
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
条
件

付
き
で
開
始
し
ま
す
。

　

虚
血
性
心
疾
患
に
対
す
る
緊
急
の

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
平
日
は
24
時
間
体

制
で
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
昨
今
の
医
師
不
足
の
影

響
で
、
土
・
日
曜
は
緊
急
対
応
が
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

び
、
８
月
か
ら
は
、
ま
ず
は
月
に
２

週
で
は
あ
り
ま
す
が
、
土
・
日
曜
も

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
対

応
で
き
る
週
に
つ
い
て
は
、
消
防
署

な
ど
関
係
部
署
に
通
知
い
た
し
ま

す
）。
急
性
心
筋
梗
塞
は
発
症
か
ら

治
療
ま
で
の
時
間
を
ど
れ
だ
け
短
縮

で
き
る
か
が
重
要
で
す
の
で
、
条
件

付
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
土
・
日
曜

の
対
応
が
開
始
で
き
る
こ
と
は
、
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
大
切
な
一
歩

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
の
対

応
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
通
年
対
応
で
き
る
べ
く
、
医

師
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

★
不
整
脈
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
を
開
始
し
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
の
特

集
を
参
考
下
さ
い
）。

　

本
年
６
月
か
ら
不
整
脈
診
療
を
得

意
と
す
る
生
天
目
先
生
が
赴
任
し
、

不
整
脈
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
（
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
到
達
で
、
特
に
心
房

細
動
に
罹
患
す
る
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
心
房
細
動
は
、
有
名
な
元

野
球
選
手
な
ど
の
例
が
あ
る
よ
う
に

脳
梗
塞
の
原
因
に
も
な
り
得
ま
す

し
、
放
っ
て
お
く
と
、
長
期
的
に
は

心
不
全
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
た

め
、
適
切
な
治
療
が
必
要
に
な
り
ま

循
環
器
内
科
部
長
　 

興
野 

寛
幸
　

す
。
動
悸
症
状
が
強
い
方
や
、
ま
だ

慢
性
に
な
っ
て
い
な
い
発
作
性
心
房

細
動
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
が
享
受
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
治
療
に
際
し
て
は
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分

に
ご
説
明
の
上
、
最
適
な
方
針
を
選

択
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
遠
慮
な
く
相
談
下
さ
い
。

★
大
学
病
院
と
の
強
固
な
連
携
確
立

に
よ
る
高
度
先
進
医
療
の
提
供
。

　

医
学
の
進
歩
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

治
療
が
困
難
で
あ
っ
た
患
者
さ
ん
に

も
新
た
な
治
療
法
が
出
て
き
ま
し

た
。
私
の
派
遣
元
の
帝
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院
で
は
、
高
度
先
進
医

療
を
多
く
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
必
要
な
場
合
に
は
ご
紹
介

し
、
転
院
の
上
治
療
を
受
け
て
い
た

だ
く
と
い
う
ル
ー
ト
を
確
立
致
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
年
々
増
加
し
て
い

る
大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
い
う
弁
膜
症

に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
手
術
で

胸
を
開
き
、
心
臓
を
止
め
て
人
工
弁

に
取
り
換
え
る
手
術
し
か
方
法
な

く
、
現
実
的
に
は
高
齢
者
に
は
手
術

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
半
で

し
た
。
し
か
し
最
近
は
、
90
歳
代
の

患
者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
条
件
を
満
た

せ
ば
カ
テ
ー
テ
ル
で
足
の
付
け
根
か

ら
管
を
入
れ
て
、
メ
ス
で
胸
を
開
く

こ
と
な
く
人
工
弁
に
取
り
換
え
る
治

療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
大
学
病
院
で
の
加
療
を
要
す
る

他
の
治
療
も
同
様
で
す
が
、「
当
院

か
ら
直
接
転
院
→
治
療
→
落
ち
着
い

た
時
点
で
当
院
に
再
転
院
→
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ
て
退
院
」
と
い
う
連
携
で
、

こ
の
地
域
の
皆
様
に
も
高
度
な
医
療

を
提
供
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
ま

し
た
。

★
「
血
管
年
齢
」
測
定
の
お
す
す
め
。

　

ど
ん
な
病
気
で
も
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
原
則
で
す
。
動
脈
硬
化
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
脈
硬
化

の
分
野
で
特
に
発
見
が
遅
れ
た
り
、

見
逃
さ
れ
た
り
す
る
病
気
と
し
て
、

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
A
S
O
と
い

い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、

血
管
年
齢
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
早

期
に
A
S
O
が
発
見
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
気
に

な
る
方
、
足
に
何
ら
か
の
症
状
が
あ

る
方
は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
い
ご
に

　

以
上
、
当
科
の
新
体
制
に
つ
い
て

の
ご
紹
介
で
し
た
。
今
後
も
、
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
の
体
制
充
実

と
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
医
療

体
制
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
の
で
、
そ
の
都
度
ご
紹
介
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
気
に
な
る
症
状

や
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

足の動脈硬化、大丈夫ですか？
血管年齢を調べてみませんか？

足が冷たい 歩くと痛む

疼　痛 皮膚の色の異常

●冷感がある。
左右どちらかの手足に
冷感を伴うことがある。

●『じんじん』痛む。
安静にしていても足が痛み、とくに横になったり
足を上げると痛む。

●歩くと痛い。だるくなる。
歩行しているとふくらはぎあたりが
痛くなり、動けなくなりますが、し
ばらく休憩すると痛みがとれ、歩行
可能になる（間欠性跛行）。痛みのほ
かに疲労・つり・痙攣などの症状も
みられる。

●色がおかしい。
手足の末端の色調が蒼白や
紫色になる。とくに上げ下げ
すると色が変わり、しびれ感
を伴うことがある。

～～～
～～
～～

～

～
～
～
～

×

×

これらの症状がある方は、足の動脈硬化が関係している可能性があります。
手足の血圧を同時に測る簡単な検査で【血管年齢】と【足の動脈の血流程度】がチェックできます。

▷検査をご希望の方は、

　医事課受付にて循環器内科外来（月曜午後・金曜午前）をご予約ください。
　検査の結果は当日わかります。

▷検査結果によっては、精密検査や治療が必要となる場合があります。
▷治療に関しては、当院血管外科と連携し万全の体制で取り組ませていただきます。

循環器内科からのお知らせ
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循
環
器
内
科
　 

生
天
目 

安
英
　

は
じ
め
に

　

最
近
、不
整
脈
の
一
つ
で
あ
る
『
心

房
細
動
』
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

　

特
に
、
心
房
細
動
≒
脳
梗
塞
の
原

因
⇨
半
身
麻
痺
、
寝
た
き
り
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
皆

さ
ん
も
多
い
は
ず
で
す
。

　

今
回
は
こ
の
ち
ょ
っ
と
怖
い
心
房

細
動
に
つ
い
て
、
最
新
の
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
房
細
動
の
症
状

　

心
房
細
動
の
症
状
は
、
動
悸
、
脈

の
乱
れ
、
脈
が
飛
ぶ
感
じ
や
、
胸
痛
、

胸
部
圧
迫
感
と
い
っ
た
狭
心
症
様
の

症
状
、
息
切
れ
、
む
く
み
と
い
っ
た

心
不
全
様
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
な

か
に
は
、
症
状
が
み
ら
れ
な
い
、
無

症
候
性
心
房
細
動
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
、
気
付
く
の
が
遅
れ
て
よ
り

重
症
化
し
ま
す
。

心
房
細
動
の
何
が
い
け
な
い
？

　

一
つ
は
、
症
状
の
出
現
に
よ
る
生

活
活
動
（
Q
O
L
）
の
低
下
が
あ
り

ま
す
。
突
然
の
動
悸
で
胸
が
苦
し
く

な
り
、
不
安
感
か
ら
外
出
が
困
難
と

な
っ
た
り
、
夜
間
の
動
悸
で
は
不
眠

症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、
脈
が
速
い
『
頻
脈
性

心
房
細
動
』
が
持
続
す
る
と
、
息
切

れ
や
む
く
み
な
ど
の
心
不
全
症
状
が

出
現
し
ま
す
。
逆
に
、脈
が
遅
い
『
徐

脈
性
心
房
細
動
』
が
持
続
す
る
と
、

心
不
全
症
状
だ
け
で
な
く
、
失
神
と

い
っ
た
意
識
が
消
失
す
る
状
態
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
め
に
最
初
に
挙
げ
た

脳
梗
塞
の
原
因
と
い
わ
れ
る
血
栓
塞

栓
症
が
あ
り
ま
す
。
心
房
細
動
は
脈

が
速
く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り
、

一
定
の
リ
ズ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
る
と
、
心
臓
内
の
血
液
の
流
れ
が

一
定
で
は
な
く
な
り
、
乱
流
や
よ
ど

み
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
血

栓
と
呼
ば
れ
る
血
の
塊
が
生
じ
、
心

臓
か
ら
全
身
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
血
栓
が
頭
に
飛
べ
ば
脳
梗
塞
、

心
臓
に
飛
べ
ば
心
筋
梗
塞
、
手
や
足

に
飛
べ
ば
血
流
が
途
絶
し
壊
死
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

心
房
細
動
は
ど
う
し
て
起
こ
る
？

　

初
期
の
心
房
細
動
の
原
因
と
し
て

多
い
の
は
、
肺
静
脈
か
ら
の
電
気
的

異
常
興
奮
で
す
（
図
１
）。

　

肺
で
ガ
ス
交
換
さ
れ
た
（
酸
素
を

多
く
含
む
）
血
液
が
、
心
臓
の
左
房

に
戻
っ
て
く
る
血
管
を
、
肺
静
脈
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
肺
静
脈
か

ら
異
常
な
電
気
興
奮
が
発
生
し
や
す

く
、
こ
の
興
奮
が
心
臓
の
左
房
に
突

然
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
常

な
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
て
、
心

房
細
動
が
起
こ
り
ま
す
。

　

こ
の
初
期
の
心
房
細
動
を
『
発
作

性
心
房
細
動
』
と
呼
び
、
一
週
間
以

上
心
房
細
動
が
続
い
て
い
る
の
を

『
持
続
性
心
房
細
動
』
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
何
年
も
心
房
細
動
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、『
永

続
性
心
房
細
動
』
や
『
慢
性
心
房
細

動
』
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
。

心
房
細
動
の
治
療

　

心
房
細
動
の
治
療
は
①
抗
血
栓
療

法
、
②
薬
物
療
法
、
③
非
薬
物
療
法

（
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
治
療
）
が
あ
り
ま
す
。

心
房
細
動
で
は
血
栓
を
生
じ
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
か

ら
、
適
応
に
応
じ
て
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

や
D
O
A
C
と
呼
ば
れ
る
抗
血
栓

薬
の
投
与
が
必
要
で
す
。

　

薬
物
療
法
で
は
、
抗
不
整
脈
薬
に

よ
り
心
房
細
動
の
発
症
を
抑
制
し
ま

す
。
一
般
に
心
房
細
動
は
風
邪
と
は

異
な
り
、
薬
を
飲
め
ば
治
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
薬
物

療
法
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
十
分

な
場
合
に
は
、非
薬
物
療
法
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
で
あ
る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

最
新
治
療
・
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

心
房
細
動
の
最
新
治
療
・
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

心
房
細
動
の
原
因
と
し
て
多
い
の

は
、
肺
静
脈
か
ら
の
電
気
的
異
常
興

奮
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
ま
し

た
。
こ
の
異
常
興
奮
が
心
房
の
中

に
入
り
込
む
の
が
心
房
細
動
の
引

き
金
と
な
る
た
め
、
入
り
込
ま
な
い

よ
う
に
、
筋
肉
を
焼
く
こ
と
に
よ
り

ブ
ロ
ッ
ク
し
た
り
、
発
生
場
所
を
焼

い
た
り
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
び

ま
す
。

　

カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
発
生
す
る
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
50
℃
程
度
の
温
度

で
心
筋
を
焼
灼
す
る
治
療
法
で
す

（
図
２
）。

　
『
発
作
性
心
房
細
動
』
で
は
一
般

に
、
左
右
の
肺
静
脈
の
周
囲
を
焼
灼

し
、
電
気
の
交
通
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
、
心
房
細
動
の
発
生
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
（
図
３
）。

　

た
だ
し
、『
持
続
性
心
房
細
動
』

で
は
す
で
に
、
心
房
筋
が
正
常
と
は

異
な
る
変
化
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

心
房
筋
自
体
に
も
焼
灼
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
心
房
細
動
の
早
い
段

階
の
ほ
う
が
侵
襲
が
少
な
く
て
済
み
、

さ
ら
に
治
療
成
績
が
良
く
な
り
ま
す
。

　
『
永
続
性
心
房
細
動
』
や
『
慢
性

心
房
細
動
』
で
は
治
療
成
績
は
良
く

な
く
、
適
応
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

治
療
成
績
は
『
発
作
性
心
房
細
動
』

で
70
～
80
％
、『
持
続
性
心
房
細
動
』

で
50
～
60
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
房
細
動
と
い
う
名
前
は
一
つ
で
す

が
、
個
々
人
に
よ
り
病
気
の
進
行
度

が
様
々
で
す
。

　

治
療
に
つ
い
て
は
主
治
医
の
先
生

と
十
分
に
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

当
院
の
循
環
器
内
科
で
も
こ
の
７

月
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
治
療
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

不
整
脈
に
つ
い
て
ご
不
安
な
点
や

図 1：心房細動 波形のメカニズム（心電図ナビカードより引用）

図 2：カテーテルアブレーション

- 生天目先生の著書紹介 -
『心電図ナビカード（学研メディカル秀潤社）』
心電図をマスターするには、波形を何度も読みこなす
こと。ただ漫然とながめているだけでは理解は進まな
い。本書はカード１枚に疾患の波形、読み方、特徴が
コンパクトにまとまっている。ポケットに入れて常に
眺めてマスターしたい。（初版2011年）

『ナースのための
        やさしくわかるモニター心電図（ナツメ社）』
循環器内科医師数名との共著。心電図の波形を理解し、
質の高い看護とケアが提供できるように、最新のモニ
ター心電図の知識と情報をまとめている。（初版2005年）

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
循
環
器
内
科
外
来
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1.多くは肺静脈から発生
した期外収縮が引き金とな
る。興奮が左房に入り込ん
だ後、心房の無秩序な興奮
が起こる。

2.心房のいたるところで同
時に興奮が起こるため、心
房が小刻みな収縮を繰り返
し、心電図の基線はさざ波
のように揺れる。

3.心房興奮の一部が房室結
節を介して心室へ伝導する
ため、QRS 波の幅は正常
洞調律と同様に狭い。

図 3：拡大肺静脈隔離アブレーション

ISBN_13：978-4-7809-1037-7 ISBN：4-8163-3934-5

な
ま
た
め 　

や
す
ひ
で
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循
環
器
内
科
医
長
　 

猪
俣
純
一
郎
　

　

こ
こ
で
は
、
生
活
習
慣
病
と
循
環
器
疾
患
に

つ
い
て
、
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
生
活
習
慣
病
と
い
う
の
は
何
で
し
ょ

う
か
？　

生
活
習
慣
病
と
は
、「
生
活
習
慣
（
食

事
や
運
動
・
喫
煙
・
飲
酒
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
）

が
原
因
で
起
こ
る
疾
患
の
総
称
」
で
す
。
具
体

的
に
は
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
治
療
を
、
私
た
ち
内
科
医
が
患
者
さ
ん
に
熱

心
に
お
勧
め
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
重
篤
な
疾

患
の
原
因
と
な
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら

は
患
者
さ
ん
ご
自
身
が
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
、
い
く
ら
か
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
習
慣
病
が
引
き
起
こ
す
「
重
篤
な
疾
患
」

に
は
、
今
回
の
『
そ
う
こ
う
』
で
特
集
さ
れ
て

い
る
急
性
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
心
房
細
動
、

心
不
全
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
の
心
臓
病
、

血
管
病
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
心
臓

病
、
血
管
病
を
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
「
循
環
器

疾
患
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
う
ち
、
今
回
は

健
診
な
ど
で
も
身
近
な
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

高
血
圧
症

　

高
血
圧
症
が
長
期
間
続
く
と
、
体
の
中
の
さ

ま
ざ
ま
血
管
が
少
し
ず
つ
傷
ん
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
心
筋
梗
塞
や
心
房
細
動
を
発
症
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
た
だ
血
圧
が
少
し
く
ら
い

高
く
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
、
治
療
し
よ
う
と
い
う
動
機
づ
け
が
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に

言
い
ま
す
と
収
縮
期
血
圧
が
１
４
０
m
m
H
g

以
上
に
な
る
と
、
循
環
器
疾
患
発
症
の
リ
ス
ク

が
お
よ
そ
2
倍
、
１
６
０
m
m
H
g
以
上
に

な
る
と
3
倍
近
く
に
上
昇
し
ま
す
。

　

高
血
圧
症
の
治
療
の
中
に
は
、
ご
自
身
で
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
減
塩
、
減
量
、
運
動
、

節
酒
、
ス
ト
レ
ス
の
回
避
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

こ
の
う
ち
減
塩
は
、
比
較
的
安
全
に
、
す
ぐ
に

で
き
る
治
療
で
す
。
最
近
の
調
査
で
は
、
日
本

の
成
人
男
性
の
1
日
の
食
塩
摂
取
量
平
均
は

11
・
１
g
、
成
人
女
性
は
9
・
4
g
で
し
た
。

日
本
高
血
圧
学
会
で
は
、
血
圧
が
正
常
な
方
に

も
、
食
塩
摂
取
量
は
1
日
6
g
未
満
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
尚
、
ラ
ー
メ
ン
一
杯
に
は
約

6
g
の
塩
分
が
、
梅
干
し
一
個
に
は
約
2
g

の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

減
塩
な
ど
を
行
っ
て
も
、
血
圧
が
十
分
下
が

ら
な
い
場
合
は
、
診
察
や
ご
相
談
の
結
果
、
お

薬
な
ど
も
含
め
た
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

糖
尿
病

　

糖
尿
病
も
全
身
の
血
管
を
傷
め
て
い
き
ま

す
。
糖
分
は
体
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
な
の
で

す
が
、
高
血
糖
が
続
く
と
、
や
は
り
体
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
血
管
が
少
し
ず
つ
傷
み
、
動
脈
硬
化

が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
循
環
器
疾

患
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
内
服
や
注

射
と
い
っ
た
治
療
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
、
野
菜
な
ど
で
食
物
繊
維
を

摂
取
す
る
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な

ど
で
、
い
く
ら
か
高
血
糖
を
改
善
で
き
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
も
血
糖
が
十
分
下
が

ら
な
け
れ
ば
、
内
服
や
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
な
ど
で

の
治
療
が
必
要
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

よ
く
聞
く
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
腹
囲
が
基
準
値
を
こ

え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
高
血

圧
、高
血
糖
、脂
質
異
常
の
う
ち
、

２
つ
が
基
準
を
み
た
す
と
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
あ

て
は
ま
り
ま
す
。

　

重
要
な
の
は
、
血
圧
、
血
糖
、

脂
質
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
異
常

が
さ
ほ
ど
極
端
で
な
く
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
重
な
る
こ
と
で
、

動
脈
硬
化
が
進
み
、
循
環
器
疾

患
を
発
症
し
や
す
く
な
る
の
で
、

注
意
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
現
象
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
ド
ミ
ノ
（
図
１
）
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
昔

に
は
「
死
の
四
重
奏
」
と
い
う

恐
ろ
し
い
名
前
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。
生
活
習
慣
に
注
意
し
、

あ
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

ま
と
め

　

生
活
習
慣
病
と
循
環
器
疾
患
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
き
ま
し
た
。重
要
な
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。

第
一
に
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
習
慣
病
、
糖
尿
病
や

高
血
圧
症
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど

は
、
循
環
器
疾
患
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
注
意
し
、
治
療
す
る
こ
と
で
、
循

環
器
疾
患
の
発
症
や
重
症
化
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
あ
る

程
度
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
望
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
１
型
糖
尿
病
や

一
部
の
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
な

ど
、
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
食

生
活
の
改
善
や
運
動
習
慣
と
い
っ
た
も
の
が
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
増
悪
を
抑
え
ま
す
。
そ

し
て
こ
れ
ら
は
、
お
金
や
お
薬
を
使
わ
ず
に
で

き
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
お
話
を

参
考
に
し
て
、
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
は
、
多
く
の
薬
剤
が

開
発
さ
れ
、
血
圧
や
血
糖
を
下
げ
る
こ
と
は
、
一

昔
と
比
べ
る
と
容
易
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
最
近
は
、
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
、
ど
の
よ

う
な
お
薬
を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
循
環
器
疾
患
発

症
予
防
の
た
め
、
検
査
デ
ー
タ
に
劣
ら
ず
、
重
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

図 1：メタボリックドミノ

　　（慶応義塾大学病院 医療・健康情報サイトより引用）

　

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
注
意
を

払
っ
て
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
き
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

私
た
ち
行
田
総
合
病
院
・
循
環
器
内
科
は
、

冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ
る
高
度
な
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
か
ら
、
お
薬
を
使
っ
た
循
環
器

疾
患
の
予
防
、
進
行
の
抑
制
の
た
め
の
治
療
は

も
ち
ろ
ん
、
お
薬
で
の
治
療
の
前
段
階
か
ら
、

患
者
さ
ん
の
健
や
か
な
生
活
た
め
に
気
を
配
っ

て
い
き
ま
す
。

　

当
院
の
循
環
器
内
科
に
受
診
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
患
者
さ
ん
ひ
と

り
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
た
質
の
高
い
医
療
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新南棟の血管撮影室にて
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春の防災訓練
行田総合病院・行田クリニック

2019 年 5 月 29 日（水）

病院側は、東棟3F給湯室からの出火を想定。

毎年春と秋の2回行っている行田消防署監修による防災訓練。【初期消火→119番通報→院内放送→職員緊

急連絡網→中期消火→避難誘導→避難完了報告】の順に訓練しました。また、行田クリニック側でも2F受付

付近からの出火を想定し、同様の訓練が行われました。病院・クリニックともに避難完了の報告を行ったのち、

消化器を使った初期消火を体験しました。

News & Topics

2019 .5-6

腫瘍内科外来を紹介
埼玉新聞

2019 年 6 月 12 日（水）朝刊

毎週月曜午前に行っている

がん薬物治療専門医である外

科医長・福元医師による腫瘍

内科外来の紹介記事が埼玉新

聞に掲載。同日の同紙オンラ

イン版にはトップ記事として

掲載されました。

消化器領域 学術講演会
川越プリンスホテル 3F ゴールド・マリー

2019 年 6 月 11 日（火）

当院外科部長・川原林医師が講演。

一般演題は、埼玉医科大学総合医療センター肝胆膵外科／小児外科教

授・別宮医師が座長を務め『膵臓・十二指腸切除後の栄養状態』をテー

マに当院外科部長・川原林医師（写真）が講演を行いました。特別講演は、

埼玉医科大学国際医療センター消化器内科教授・良沢医師が座長を務

め、『慢性膵炎の最新の診断と治療について〜膵酵素補充療法含めて〜』

をテーマに獨協医科大学消化器内科・入澤医師が講演を行いました。


